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数理教育に携わる優れた若手の研究者，実践者を奨励するために，2025年度より
「TECUM数理教育若手奨励賞（長岡亮介賞）」を設置する．概要は以下のとおりで
ある．

《提　　　案》40歳以下の若手の業績（活動成果）を顕彰する「TECUM数理教育若手奨
励賞（長岡亮介賞）」を 2025年度より設置する．

《目　　　的》本賞を設置する目的は，以下の通りである．

• 数理教育に関わる若手の研究意欲を高め，さらなる先進的取り組みを促
進する．

• 若手がもっている新たな視点やアイデア（豊かな創造性）を奨励し，TECUM
を超えた数理教育全体の発展に寄与する．

• 本賞の受賞が数理教育に関するキャリアの重要なマイルストーンとなり，
将来の活動の可能性を広げる役割を担う．

《対　象　者》40歳以下のすべての数理教育研究者，教育実践者．

《表彰の条件》他者あるいは本人からの推薦があること．推薦のための書類については，
「TECUM数理教育藤田宏賞」にならうが，表彰の基準は次のように定める．

《表彰の基準》以下の項目のうち，1つ以上の項目に当てはまる業績（実績）があれば，本
賞の受賞に値する．

1. 数学的な感動を与える教育の構想・実践
• 学習者に数学の魅力を伝え，感動を与える教育を実践していること．
• 数学的な思考の威力と魅力を学習者に体験させること．

2. 深い数学的体験の共有:

• 自身の豊富な数学的体験を基に，学習者に深い数学的理解を促す教
育を行っていること．

• 試行錯誤を通じた数学的思索の重要性を伝えていること．
3. 創意工夫に富んだ教育の実践:



• 多様な実践方法を用いて，学習者の興味を引き出す教育を行ってい
ること．

• 学習者のレベルに応じた柔軟な指導を行っていること．
4. 数学教育の意義を深く理解していること:

• 数学教育の意義を深く理解し，それを学習者に伝えることができる
こと．

• 数学の歴史的背景や現代数学との関連性を理解し，教育に活かして
いること．

5. 継続的な教育改善の努力:

• 教育の実践において，継続的に改善と工夫を重ねていること．
• 自己犠牲を厭わず，地道な努力を続けていること．

特に，教育実践に関わっていない者に対しては，次のような基準を設定する．

1. 深い数学的理解の追求:

• 数学の基礎的な概念や理論を深く理解しようと努力していること．
• 数学的な問題に対して，独自の視点やアプローチを提案していること．

2. 創造的な研究アプローチ:

• 新しい視点や方法論を用いて，数学の問題に取り組んでいること．
• 既存の理論や方法にとらわれず，創造的な解決策を模索していること．

3. 研究成果の発表と共有:

• 研究成果を研究会や論文などで発表していること．
• 他の研究者や教育者と積極的に交流し，フィードバックを受け入れ
ていること．

4. 批判的思考と論理的基礎の探求:

• 自身の研究に対して批判的な視点を持ち，論理的な基礎を探求して
いること．

• 研究の過程で得られた知見を基に，新たな研究課題を設定し，継続
的に探求していること．

5. 継続的な学習と自己研鑽:

• 自身の研究分野における最新の知識や技術を常に学び続けていること．
• 自己研鑽を怠らず，研究者としての成長を目指していること．


